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政
）
だ
け
で
は
で
き
な
い
社
会
の
情

勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
と
い
っ
て

民
（
自
分
）
だ
け
で
や
る
の
は
大
変
厳

し
い
。
そ
こ
で
「
共・

に・

助・

・

・

・

・

け
合
っ
て

い・

・く
新・

・

・

・

・

・

・

・

し
い
地
域
づ
く
り
」
が
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
大
切
と
な
り
、
さ
ら
な
る

「
地・

・

・

・

・

・

域
ぐ
る
み
の
取・

・

・

・

り
組
み
」
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
心
を
持
ち

近
所
同
士
の
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
を
行

う
こ
と
や
、
隣
組
や
行
政
区
の
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
て
自
分
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
も
、
立
派
な
地
域
づ
く
り
で

す
。
ま
た
、
人
生
の
経
験
や
趣
味
・
教

養
を
生
か
し
、
行
政
区
や
学
校
、
町
な

ど
の
行
事
や
活
動
に
主
体
的
に
参
画
す

る
こ
と
は
、
み
ず
か
ら
の
生
き
が
い
づ

く
り
に
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
大
人
の
行
動
は
、
子

ど
も
の
目
に
映
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
の
教
育
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
須
恵
町
で
は
生
涯
学
習
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
小
学

校
単
位
の
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
以
下

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
と
す
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
活
動
を
は
じ
め
て
６
カ
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
秋
祭

り
に
は
た
く
さ
ん
の
地
域
の
人
が
参
加

し
、
ま
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や

学
習
支
援
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
ど

も
の
安
全
見
守
り
等
の
活
動
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
現
状
を
み
る
に
つ
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

か
っ
た
！　

と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
時
間
を
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
し
て
や
、
家
族
や
地
域
社
会
の

構
成
が
変
わ
っ
た
今
で
は
、
昔
と
同
じ

よ
う
な
体
制
の
活
動
は
望
め
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
こ
う
し
た
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、地
域
づ
く
り
の
関
わ
り
方
を
、

み
ず
か
ら
の
生
き
方
と
生
活
の
あ
り
方

を
見
据
え
て
、
あ
ら
た
め
て
見
直
す
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　

今
の
地
域
づ
く
り
に
は
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
を
取
り
戻
す
為
の
取
り

組
み
や
少
子
高
齢
社
会
に
適
応
し
た
す

み
よ
い
地
域
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
処
し
て
い
く
に
は
、
公
（
行

り
に
果
た
す
役
割
に
は
大
き
な
も
の
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
さ
ら
に
多
く
の
地

域
の
人
た
ち
の
参
画
を
促
す
た
め
の
効

果
的
な
事
業
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
で
は
多
く
の
人
た
ち
が

「
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
づ
く
り
」

の
た
め
に
趣
味
や
教
養
の
学
習
活
動
に

様
々
な
場
で
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
高
齢
化
や
余
暇
の
増
大

な
ど
の
社
会
の
成
熟
化
に
伴
い
さ
ら
に

増
え
て
い
く
の
は
確
実
で
し
ょ
う
。
こ

の
方
々
に
地
域
づ
く
り
の
課
題
を
踏
ま

え
「
学
習
の
成
果
や
人
生
の
経
験
を
生

か
し
て
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ

と
」
が
効
果
的
な
事
業
の
取
り
組
み
と

言
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
組
織
を
見

直
す
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
、
さ
ら
に
多
く
の

地
域
の
人
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
に
主
体
的
に
参
画
し
そ
の
輪
が
一
段

と
広
が
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
望
ま
れ
て
い
る
地
域
づ
く
り
に

は
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と
「
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
両
輪
と
し
た
さ
ら
な

る
「
地・

・

・

・

・

・

域
ぐ
る
み
の
取・

・

・

・

り
組
み
」
が
大

切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

新
米
の
社
会
教
育
委
員
で
す
が
、
少

し
で
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

か
つ
て
、
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
地
域

の
人
情
や
ぬ
く
も
り
、
さ
ら
に
は
地
域

上
げ
て
の
子
ど
も
の
教
育
の
場
が
少
な

く
な
り
、
地
域
の
結
び
つ
き
の
弱
体
化

や
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、
家
庭
や
地

域
社
会
の
構
成
が
変
化
し
地
域
活
動
の

母
体
が
変
わ
っ
た
こ
と
や
人
間
関
係
が

薄
れ
た
こ
と
、
ま
た
大
人
の
子
ど
も
に

対
す
る
共
通
の
関
心
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
今
起

こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
多
か
れ
少
な
か

れ
こ
れ
ま
で
絶
え
ず
変
化
し
続
け
て
き

た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
す
。
昔
は
よ

有識者　

藤
と う

  英
ひ で

寿
と

「向こう三軒両隣」と
　　「校区コミュニティ」は

新
・ ・ ・

しい地
・ ・ ・ ・ ・

域づくりの両輪

社会教育委員からの提言

　「家庭教育」を基本とした、新た
な「地域づくり」の視点にたった
生涯学習の在り方について、３人
の社会教育委員さんから提言がな
されましたので紹介します。

●利用できる車

※特殊用途自動車（８ナンバー）の利用については、料金車種区分が普通車、中型車に分けられることから通過できる車
　両とできない車両がありますのでご注意ください。
　判断できない場合は、各料金所においてご確認ください。
　注）　荷物は、高さ 3.8 ｍまで OK。（幌付トラックの幌部分は、車高でなく荷物とみなします）

●利用できない車

高速道路でけん引として通行できないもの
　ロープ、鎖、鋼索によるけん引および前輪および後輪を吊り上げた状態でのけん引。
　また、けん引用レッカー（トレッカー）でのけん引については高速道路の通行はできません。

●　おトクに ETCを使うには

料金車種区分 自動車の種別 ナンバープレート
（車種番号） 自動車の大きさ 乗　車

定　員 排気量 通　過

軽自動車

二輪自動車（側車付含む） 126㏄以上 利用できます

軽自動車（三輪含む）
小　板 360㏄以下 利用できます

普通板　　4･5･8 車長 3.4m以下、車幅 1.48m
以下、車高 2.0m以下 660㏄以下 利用できます

普 通 車
小型自動車（三輪含む） 普通板　4･5･6･7 車長 4.7m以下、車幅 1.7m

以下、車高 2.0m以下
ガソリン車は
2000㏄以下 利用できます

普通自動車 普通板　　　　3 10 人以下 利用できます

普 通 車 普通自動車 乗用タイプ 普通板　  ８　※ 10 人以下 利用できます

普 通 車 普通自動車 貨物タイプ 普通板　  ８　※ 車長 6m以下、車幅 1.7m
以下、車高 2m以下 10 人以下 ガソリン車は

2000㏄以下 利用できます

料金車種区分 自動車の種別 ナンバープレート 自動車の大きさ 乗　車
定　員 排気量 通　過

中型車

普通貨物自動車（3軸以下） 普通板　１ 最大積載量 5ｔ未満かつ
車両総重量 8ｔ未満　　 利用できません

マイクロバス 普通板　２ 車両総重量 8ｔ未満かつ
乗車定員 11 ～ 29 人　　 利用できません

普通貨物自動車
（トラクタ単体で 2軸以下） 大　板　１

中型車 普通自動車 乗用タイプ 普通板　８　※ 11 人以上 利用できません

中型車 普通自動車 貨物タイプ 普通板　８　※
車長 6m以下、車幅 1.7m以下、
車高 2m以下の条件を１つでも

越えているもの
11 人以上 利用できません

大型車 大板　　　１・２ 利用できません

特大車 大板　１・２・９ 利用できません

●連結車両（けん引）での利用について（軽自動車のけん引で１車軸の被けん引車で全車長６ｍ以下であれば利用できます）
料金車種区分 連結車両 ( けん引 ) の形態 けん引車の

料金車種区分
被けん引車の
車　軸　数 自動車の全車長 通　過

普通車 軽自動車 １車軸 ６ｍ以下 利用できます

中型車 軽自動車 ２車軸以上 利用できません

中型車 普 通 車 １車軸 利用できません

時間帯でトクする
詳しくはこちらをご覧ください
↓↓↓
http://www.nexco.ne.jp/

【通勤割引】　最大 50％ off
朝　午前６時～９時
夕　午後５時～８時
※ 1回の走行距離は 100km以内です。
　午前・午後それぞれ最初の１回限り
　適用されます。

【深夜割引】 最大 30％ off
午前０時～４時

※　距離に制限はありません。

たくさん走ってトクする
http://www.smile-etc.jp/

【ETC マイレージサービス】
通行料金の支払い分に応じてポイントがたまり、そのポイントを無料通行分とし
て交換できます。
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ETCの各種割引を利用してもっと便利にスマートアクセス！
お問い合わせは　建設産業課・企画課　092 - 932 - 1151　http://www.town.sue.fukuoka.jp/
　　　　　　　　西日本高速道路株式会社　九州支社　　　　 http://www.w-nexco.co.jp/
　　　　　　　　092 - 762 - 1111

近くで遠かった
高速が身近に！

利用については ETC 車載器搭載車の普通車以下に限られます


